


 

【多可郡多可町】 

〔調査事項〕 

有害鳥獣対策（シカ肉処理加工施設）について 

  ・多可町小規模シカ肉処理加工施設 

  ・NPO法人 cambio無添加鹿肉ﾄﾞｯｸﾞﾌｰﾄﾞ製造施設 

〔目的〕 

 市単独での施設の建設及び運営の可能性の有無、または持ち込み等の連携の可能性の有無 

〔内容〕 

 ■多可町小規模シカ肉処理加工施設 

  ・有害鳥獣対策と地域資源の有効活用を図る目的で設置。 

・施設の概要は、平成 24年2月 9日竣工、事業費 900万円、既存の空き施設（町立保育所跡）の一

部を改修して利用、面積69㎡、荷受場→一時加工処理室→熟成庫→カット室と搬入から精肉加工

まで一方通行で処理、年間処理可能頭数は 200頭。 

  ・運営主体は、多可町有害鳥獣対策協議会加工部会で、多可町猟友会所属の5名が搬入受け入れ、

解体処理、精肉加工、精肉販売を行う。 

  ・年間維持費は、約80万円（H24～26の平均）で、光熱水費 40％、労務費50％、廃棄物処分費 5％、

その他5％。 

  ・処理頭数は、H24（H23含む）は51頭で精肉量 335.7㎏、H25は36頭で 316.4㎏、H26は27頭で

240.1㎏のうち販売量は 218㎏。 

  ・売上高は、約 64万円（H24～26の平均）で、差し引き約 16万円の赤字となっており、赤字分は

町が支援している。 

・常時開業していない。シカを搬入して解体し熟成庫で 5日程度熟成させ精肉加工する。シカ 1頭

を処理するのに約1日を要する。 

  ・販路は、主に多可町の特産品クラブ、エーデルささゆり及び西脇ロイヤルホテルのレストラン。 

  ・他の自治体で駆除（捕獲）したシカは受け入れていない。多可町のシカ肉は、兵庫県認証食品（ひ

ょうご推奨ブランド）の認証を取得しており、「血抜きしたシカを 2時間以内に施設に搬入したも

のを処理すること」、「極端な痩せや皮膚炎等がないか、銃器で捕獲した場合は弾が内臓を貫通し

ていないか、猟犬が噛んでいないか等の外見に異常が認められないことを確認したシカのみを受

け付けること」となっている。この認証条件のクリアと施設に常駐者がいないということが受け

入れできない理由。 

  ・猟師は現在29名（うち銃器免許保持者 19名、罠免許保持者が10名）。猟師の確保のために免許

取得時の経費の半額を助成する制度を H29から創設する予定。 

  ・防護柵は、加美区は 100％、中区は H29であと 1集落が残るだけ、八千代区は H27から 3集落が

設置を開始。 

  ・H28には兵庫県の補助事業であるシカ捕獲個体活用等支援事業を活用して、ストックポイント（冷

蔵庫）の整備を行う予定。これにより集積したシカ個体を食用、ドックフード用、焼却処分用に

選別することで、より円滑な搬入ができるようになる。 

 

 



 

 ■NPO法人cambio無添加鹿肉ﾄﾞｯｸﾞﾌｰﾄﾞ製造施設 

  ・総務省の地域経済循環創造事業交付金（平成26年 5月決定）を活用。事業費は約 5,437万円、補

助額が約4,399万円、金融機関融資が約 1,000万円、自己資金が約38万円。 

  ・空き施設であった旧加美町給食センターを改修して活用、面積は 200㎡。 

・就労継続支援B型事業所として整備し、B型利用者の定員は 40名。NPO法人の設立は平成 23年 3

月、就労継続支援A型事業所（定員20名）も運営。 

  ・年間維持費は、光熱水費が約 240万円、町への家賃が 120万円、水質検査委託費が約 5万円。 

  ・処理（搬入）頭数は、交通事故やのり網に絡まったシカや有害鳥獣捕獲したシカであり、H27年 6

月の搬入開始から12月までに 223頭（時期によって異なり、直近 3ヶ月では、10月が 49頭、11

月が 25頭、12月が 25頭）。 

  ・町との連携としては、食肉に適する個体は優先的に町の加工施設へ搬入されるが、食肉に適さな

いがドックフードに利用可能な個体が搬入される。また、食肉に加工した際に、利用できない内

臓等の部位も搬入される。NPO 施設にとっては材料が確保され、町にとっては処分費が削減され

るなど、両方にメリットがある連携もなされている。 

  ・シカの解体は搬入から 3日以内に契約している猟友会の方に部位分けまでの作業をしてもらい、

その後 2日ほど就労継続支援事業利用者が部位からミンチに加工し、殺菌処理を施し冷凍保管し

て備蓄する。ドックフード用であるため、血抜きしてすぐに処理する必要がない。 

  ・売り上げは、本格販売の開始がH27年10月からであるため、まだ月に10万円程度だが、処理能

力を考えると将来的には年間で 1,600万円の売り上げを見通している。 

  ・販路は、道の駅や民間店舗の地元店舗、町外のペットフード店、インターネット通販。なお、地

元での販売価格は町外やネット通販より低価格としている。 

  ・他の自治体で駆除（捕獲）したシカは受け入れていない。理由としては、開始したばかりの事業

であり、補助金の主旨が「地域の資源を活用して地域の経済を循環させる事業」とあるため。た

だし、製造能力はあるので、シカ肉が不足してきた場合は、多可町等と協議の上、多可町と同等

の条件では難しいが、受け入れる可能性はある。 
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